
　東アジアスパ会議は 10 時 30 分から始まった。まず

主催国を代表して韓国チムジルバンスパ協会・盧宗渉会

長が挨拶、続き中国代表の Zhao Yiwei 氏、中野憲一会長、

モンゴル代表の D. Tsedevsuren 氏が続いた。

　昼食を交えて午後からは各国の温浴企業による講演が

行われた。日本からはまず賛助会員の㈱メトス・吉永

昌一郎氏がフィンランド iki サウナについて講演、ロシ

アのプーチン首相が別荘に入れた通称「プーチンサウナ

48kw」、帯広でのテントサウナについて説明した。続

いて㈱トリリオン・木地本朋奈氏

がコンピュータを駆使した温浴施

設省エネ対策について講演した。

この日本の 2 社に対して、質疑応

答の際には韓国、中国から多くの質問が出た。講演の最

後には、今回の会議に参加して推薦を受けた各国優良企

業に対して、東アジア連盟から記念の楯が贈呈された。

　来年の会議は 9 月に中国・西安での開催を予定して

いるため、中国代表に連盟旗が手渡された。本協会の提

案として、国際交流部会長・阿戸健次氏より次期開催国

の中国代表に対して、「東アジアスパ会議」を「アジア

スパ会議」に発展させて加盟国を広げていってはどうか

との案を伝えた。

　晩餐会はリッツカールトンホテルへ場所を移動し、生

バンドや歌手が入り華やかに行われた。様々な原語が飛

び交い、乾杯の嵐が続いた盛会であった。

ソウルにて 第４回 東アジアスパ会議 開催
　第 4回東アジアスパ会議（日本、中国、韓国、モ
ンゴル）が 9月 12 日韓国ソウル市のマリオットホ
テルにおいて開催された。日本からは代表団として
中野憲一会長以下 20 名が 2泊 3日の日程で参加し
た。これで開催地 4ヵ国を一巡したことになる。

中野憲一会長挨拶（抜粋）

　４ヵ国で構成される東アジアスパ会議は、

国ごとに多少文化の違いはあるものの、 東アジアの

国々として東洋の文化を共有しつつ、 伝統を大切に

しながら世界から良いものを取り入れ発展し続けてお

ります。温浴ビジネスは身体を衛生的に保つと同時に、

アカスリやマッサージ、 エステなどの効果を通じて高スト

レス社会で働く現代人の心と身体の癒やしの場として

定着しております。私どもはハード面の構築はもとより、

大切なのはその施設で働く従業員の、 お客様をもて

なす心や態度だと考えております。

　定期的に開催される会議を中心に施設の見学研

修を通じ、 お互いに情報を享受し、 それぞれの国民

の健康増進に寄与するため、 より素晴らしいものにし

ていこうではありませんか。

中国・趙代表挨拶（抜粋）

　中国は市場の多様化、 特

性化に伴い、 国際化を取り入れて発展

してきました。 その結果、 約 15 万軒も

のサウナ、 温泉施設、 スーパー銭湯が

でき、 温浴施設従業員数は 1500 万人

と言われています。 各業態の施設平均

面積は、銭湯 400 ㎡、サウナ 1500 ㎡、

スパ 2000 ㎡、 温泉やスーパー銭湯は 1

万㎡規模で、 サービスの多様化により休

憩室や飲食、 癒やしなども充実してきま

した。

　しかし世界金融危機に伴い、 わが国

のサウナ産業にも大きな影響が出ていま

す。 2007 年以降は経済発展による物

価上昇、 人件費の高騰もあり、 利益率

は現在下がってしまいました。

　しかし、 危機はチャンスでもあります。

完璧な法整備、 制度の構築、 人材育

成、 大衆化、 真のサービス業への転換、

行政や協会の役割の発揮などを今後の

戦略として考えています。



経済・通商畑に経験豊富な

フィンランド大使が着任
駐日フィンランド大使

ヨ ル マ・ ユ リ ー ン 氏

が 4 年の任期を終え帰

国、9 月 1 日からヤリ・

グスタフソン大使（写

真右）が着任した。新

大使はフィンランド外務省対外経済関係局次長、欧州

復興開発銀行理事を歴任。「経済や通商畑を長く歩い

てきた経験を生かし、日本に進出しているフィンラン

ド企業と緊密な協力をしていきたいと考えています。

また、プロモーションにはウインタースポーツを取り

入れるなど、フィンランドをより広く深く知っていた

だけるように全力を尽くしたい」と意欲を燃やしてい

る。大使職として初めての着任を前にこの数ヵ月はア

ンナ夫人（写真左）、3 人の子供共々、日本語の勉強

から箸の使い方まで、できる限り日本についての知識

を得ることに努力してきたという。

　昨年からの世界金融危機

の影響で韓国でも経済不

安になり、1985 年から増

加し続けていた温浴施設

は 2000 年から減少し、不況の影響で 2007 年度

には 9000 ヵ所あったものが 2008 年度には約

8000 ヵ所まで急速に減少しています。国民も景

気が良いときのように遠出しなくなりました。

　こうしたときには消費者の本能的な心理を刺激

するマーケッティングに重点を置くことが重要

です。そこで注目されているのが、近くて楽し

めるチムジルバンです。韓国事業を分析すると、

2000 年頃は消費文化トレンドが二極化していま

したが、最近は大衆的ながら

もいいものを楽しむ消費傾

向が強くなっています。そ

こでチムジルバンは安価の

ため、多くの大衆が利用し

ています。

チムジルバンの出現
　日本では 1980 年代にク

アハウスができて温泉ブームとなりましたが、韓

国では 1988 年にプルガマが現れました。そして

1990 年代初頭には、これまでの銭湯とプルガマ

をミックスした結果チムジルバンとなり、韓国文

化として発展しました。その後チムジルバンには

多様な施設が入るようになり、2000 年以降には

急速に発展し、一大ブームを興しました。現

在のチムジルバンは複合化施設の傾向をみせ

ています。

健康指導もできるスパ施設に
　韓国でトレンドになっている文化のひとつ

に「健康を考える文化」というものがあります。

2010 年は積極的に専門スタッフの指導を受け

た、健康を保つ時代になると思います。

　これからのスパ施設は専門の指導者がついてお

客様の身体の状態をチェックし、その特性をコン

ピュータに入力して、個別にお客様に合う方法を

見つけ出して指導していかなければなりません。

健康法や楽しさを提供するスパに
　人間の病気は二足歩行ゆえ

起きると言われます。四つん

ばいで歩くことはとてもきつ

いことですが、身体の臓器が

活性化し、万病を治すことが

できると言われています。そ

こでこの運動をチムジルバン

の中に組み入れ

て適応させることを提案します。四

つんばいで歩かなければならない状

態のトンネル様のものを設置して、

虎の歩き方のように四つ足で歩くの

です。これで 1 日 200m 歩けば万

病によいでしょう。

　また、最近の韓国民はダイエットにも関心が高

いのですが、単純にサウナや風呂で汗だけかいて

もダイエットにはなりません。そこでダイエット

を手助けする装備を持つ、マインドコントロール

の確立した部屋を作るといいでしょう。

　24 時間営業のチムジルバンの特性を活かして、

泊まる客に対して人間にとって一番重要な睡眠に

関する最先端の健康アイデアを備えた部屋を提供

することも有意義だと思います。

　楽しく過ごしていただくために占いなども良い

と思います。例えば入り口にゲーム機を置いて、

「タダ」が出たら入館無料になるなんてことは楽

しいでしょうね。ハーブクッ

キーを作る教室を子供たち向け

に行うのもいいでしょう。

これからの韓国のスパ
　1980 年以前は「大衆風呂場」

と 言 わ れ て い た も の が 90 年

代は「大衆サウナ」に変わり、

2000 年代にはプルガマサウナ

がミックスされチムジルバンが

現れました。その後は多様な施設が現れ、炭
すっかま

炉が

はやり出しました。この次はどんなものが流行す

るでしょうか。これからもスパ研究所ではスパ施

設がより良いものになるための突破口を見つける

研究を続けていきます。

基調講演　韓国チムジルバンのブランド化と新しい施設の戦略について
韓国スパ戦略研究所所長　韓 榮俊 氏 本
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６月に帯広で開催した全国総

会でのテントサウナ体験入浴

の様子が、このたびロシア最

大のサウナ･スパ雑誌『サウ

ナ・スパマガジン』に掲載さ

れました。

ロシアの雑誌が
全国総会でのテント
サウナをリポート
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消極的、我流型健康維持	 積極的、委託型健康維持

■ 健康文化のトレンド変化



神奈川県支部より	 勉強会を開催

　神奈川県支部（織茂明彦会長）は 8月 25 日、

スカイスパ YOKOHAMA にて勉強会を開催しま

した。初参加の箱根ユネッサン・但野智尚支配人

をはじめ 12名が参加し、金憲碩理事が進行役を

務めました。

　議題は、地上デジタルテレビ対策について、最

近効果のあった販促・企画、経費削減方法につい

てを各店が発表し、意見を出し合いました。また、

前年対比として昨年 11月から今年 6月までの対

比データを見ながら、今後の売り上げアップ、落

ち込みの原因などの対策を練りました。

◇　　　　　◇　　　　　◇

　神奈川県は公共施設における受動喫煙防止条例

を平成 22年 4月 1日より施行予定です。国民へ

の世論調査などの流れでは、禁煙や分煙ではっき

り分ける方向できています。他支部の皆さんの参

考になればと考え、今月号のサウナ･スパ新聞に

資料掲載を依頼しました（下記記事参照）。

平成 22 年 4 月 1 日スタート

神奈川県公共的施設における 受動喫煙防止条例について

▽問い合わせ先

　神奈川県保健福祉部健康増進課たばこ対策室

　TEL：045-210-5015 ･ 5025　FAX：045-210-8860

※ 条例に関する詳細は神奈川県のHPで。「かながわのたばこ」で検索を。

他人のたばこの煙を吸わされる受動喫煙は、肺がんや心疾患などのリスクを高めること

が数多くの科学的な研究によりが明らかになっているため、神奈川県では平成 22 年４

月１日より不特定または多数の人が出入りすることができる公共的施設において受動喫

煙を防止する条例を制定した。

　この条例により、温浴業界は第 1 種施設の「公衆浴場」に該当するため禁煙が義務

づけられる（右表参照）。また施設内に入っている飲食店、物品販売店なども、各々の

店舗が 1 つの公共的施設として扱われるので、注意が必要となる。

条例が適用される公共的施設

区　分 条　例 対　　象

第 1種施設 禁煙

学校、病院、あん摩・マッサージ・指圧・鍼・
灸などの施術所、劇場、映画館、観覧場、集会場、
運動施設、公衆浴場、物品販売店、公共交通
機関、社会福祉施設、官公庁施設、テナント
ビルの通路部分など

第 2種施設 禁煙か分煙
を選択

飲食店、宿泊施設、カラオケボックスなどの
娯楽施設、その他のサービス業を営む店舗（理
容所、美容所など）

第 3種施設 努力義務

調理場を除く事業用床面積の合計が 100 ㎡以
下の飲食店、事業用床面積の合計が 700 ㎡以
下の宿泊施設、風営法第２条第１項第１号か
ら第７号までの許可営業（パチンコ店など）

◇屋外や、特定の人しか出入りしない住居・事務室などは、対象外です。
◇喫煙所は、第１種施設、第２種施設ともに設置が可能です。

施設管理者は次のことを守ってください
１．第１種施設は「禁煙」、第２種施設は「禁煙又は分煙」の措置を講じること

２．たばこの煙の流出を防止すること

３．喫煙器具や設備を置かないこと

４．未成年者を喫煙区域等へ立ち入らせないこと

５．違反喫煙者に注意すること

６　「禁煙」や「分煙」などの施行規則に定める表示を掲示すること

条例には罰則が適用されます！

喫煙禁止区域でたばこを吸った人や、条例で規定された義務を
履行しない施設管理者に対しては、罰則として 5 万円以下の
過料 ( 金銭を徴収する罰 ) が規定されています。なお、第２種
施設に係る罰則規定は、平成 23 年 4 月 1 日から施行されます。

分煙技術相談会開催
施設改修等を検討している事業者を対象に、以下の日程で技術的な内容について無料

個別相談会が行われる。希望者は事前に下記まで電話で申し込みのこと（要予約）。

▼第 2回相談会　10/21（水）13:00 ～ 17:00　かながわ労働プラザ ギャラリー

申込締切：10/15（木）1700　▼第 3回相談会　10/22（木）10:00 ～ 16:30

　かながわ労働プラザ ギャラリー　申込締切：10/16（金）17:00　▼第４回

相談会　11/12（木）11:00 ～ 17:00　川崎駅地下街「アゼリア」 サンライト

広場　申込締切：11/6（金）17:00　　※１回の相談時間は約 30 分程度。

申し込み・問い合わせ先

健康増進課たばこ対策室 相談支援班　TEL：045- 210-5025（直通）



■ ㈱メトス　吉永昌一郎氏 ■
　国際会議では各国に商品を紹

介する場を与えていただき、あ

りがとうございました。主に

iki サウナに関して説明しましたが、私の資料をデジカメで撮影する

方もいたり、かなり興味を持っていただけたと感じています。質疑応

答では iki サウナの熱源や温度など、実際利用するうえでの質問をい

くつかいただきました。なかにはサンプルとして１台無償で提供して

もらえないかといった思い切った申し出もありましたが、それは丁重

にお断りしました。各国代表には iki サウナとテントサウナに関する

資料や DVD をお渡しし、マスコミに取り上げられた実績なども紹介

できました。国際会議での講演は初めての体験だったので少々緊張し

ましたが、非常に勉強になったと感じています。

■ ㈱トリリオン　木地本朋奈氏 ■
　コストダウンと CO2 削減に関して講演しましたが、環境問題に強

く関心を示されたのは韓国の参加者で、政府への働きかけといった話

まで相談を受けました。中国の参加者にとって CO2 削減はまだ関心

のないテーマのようでしたが、大規模施設経営者は今後知るべき情報

として興味を示しておられました。環境問題は東アジア圏内でも国に

よって考え方が異なることを実感しました。

　国際会議での講演はビジネスのフィールドを広げる良いチャンスと

捉え、これからも積極的に参加させていただきたいと考えています。
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東アジアスパ会議講演で
賛助会員 2 社が自社製品をアピール

新たな海外ビジネスチャンスの可能性も

新型インフルエンザの大流行に頭を悩ますなか、店舗応援のために温浴効

果をうたったポスター制作を愛知医科大学の伊藤要子先生に相談したとこ

ろ、「今こそ温浴による免疫力アップをお客様にアピールするべきです」

と監修を受けてくださった。本ポスターは９月１～３日の間、東京ビック

サイトにて開催された「ダイエット＆ビューティーフェア 2009」の協会

ブースに掲示、９月初旬から加盟店でも掲示している。

◇伊藤先生から会員各位に一言◇
「これだけ蔓延していると（接触機会の増加と時間の増加）、温浴だけ

による予防は不可能です。マスク、うがい、手洗いが重要であること

を社内に徹底してください」

◇各店舗へお願い◇
　ポスターに関するお客様の声を聞かせてください。次回に役立てます。

免疫力アップ ポスターが完成
愛知医科大学　伊藤要子先生が監修

第 4 回東アジアスパ会議・日本代表　中野憲一、米田行孝、阿戸健次、洪里勝信、米田篤史、
洪 明雄、松田進龍、岡田友悟、木地本朋奈、中山眞喜男、和田秀暢、峯戸松 満、内山英樹、
吉永昌一郎、申 潤玉、鈴木 明、渡邉真一、松永聖子、小野教太郎、若林幹夫

韓国チムジルバンスパ協会・盧宗

渉会長（中央）とメトス・吉永氏

（左）、トリリオン・木地本氏（右）

講演終了後に質疑応答を受ける各国講演者たち（右から 2人目が中野

会長）。メトスの吉永氏（左から 4人目）とトリリオンの木地本氏（同

5人目）は、両社製品に興味を持った参加者から多数の質問を受けた。


